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(2) 

教
育
関
係
史
料 

 
(a) 

関
素
寿
の
私
塾
経
営 

 

関
素
寿
は
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
山
辺
郡
前
之
内
村
（
現
東
金
市
）
で
私

塾
を
開
き
、
近
隣
の
子
弟
の
教
育
に
力
を
尽
し
た
学
者
、
教
育
者
で
あ
る
。
最
近
で

は
、
幕
末
に
順
天
堂
で
修
行
し
、
明
治
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
蘭
方
医
関
寛
斎
の
養

父
で
あ
り
、
そ
の
生
き
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
物
と
し
て
頓
に
注
目
さ
れ
て

い
る
。 

 

素
寿
は
、
寛
政
八
年
、
前
之
内
村
の
君
塚
兵
左
衛
門
の
長
子
と
し
て
生
ま
れ
て
い

る
が
、
故
あ
っ
て
村
内
の
今
関
家
の
養
子
と
な
っ
た
が
、
の
ち
関
姓
に
改
姓
し
て
い

る
。『
千
葉
県
教
育
百
年
史
』（
昭
和
十
年
）
に
も
第
五
節
山
武
郡
の
私
塾
及
寺
子
屋

教
育
の
な
か
の
私
塾
表
に
も
「
学
科
読
書
習
字 

所
在
地 

豊
成
村
前
之
内 

塾
主
関

素
寿
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
塾
名
、
開
業
期
、
生
徒
数
な
ど
は
不
明
と
し
て

い
る
。 

 

『
東
金
市
史 

総
集
篇
五
』（
昭
和
六
十
二
年
）
の
「
人
物
篇
」
に
は
関
素
寿
に
つ

い
て
の
委
し
い
紹
介
が
あ
り
、
そ
の
教
育
に
つ
い
て
は
「
読
書
、
習
字
に
力
を
入
れ

た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、日
常
の
行
儀
作
法
の
し
つ
け
に
は
特
に
心
を
用
い
、

清
掃
指
導
に
い
た
る
ま
で
キ
メ
こ
ま
か
く
仕
込
ん
だ
よ
う
だ
、
…
ま
た
「
製
錦
堂
百

ヶ
条
」
と
い
う
教
戒
を
作
成
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な

内
容
の
も
の
で
あ
る
か
は
文
献
が
残
存
し
て
い
な
い
の
で
、
何
と
も
言
い
か
ね
る
、」

と
し
て
い
る
が
、
並
木
家
文
書
に
「
製
錦
堂
塾
則
」
や
「
百
箇
条
」
が
発
見
さ
れ
た

の
で
、
そ
の
実
態
も
解
明
で
き
よ
う
。 

一
般
的
に
近
世
の
私
塾
は
、
そ
の
具
体
的
教
育
内
容
や
生
徒
数
は
不
明
の
場
合
が

殆
ん
ど
で
あ
る
が
、
次
に
紹
介
す
る
製
錦
堂
塾
則
や
百
ヶ
条
に
は
教
育
実
態
を
示
す

部
分
も
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
学
習
的
な
側
面
を
う
か
が
わ
せ
る
部
分
も
あ
る
。
最
近
、

前
田
勉
氏
の
主
張
し
て
い
る
近
世
の
教
育
に
お
け
る
三
要
素
で
あ
る
素
読
、
講
義
、

会
読
の
な
か
で
会
読
の
重
要
性
、
近
代
性
（『
江
戸
の
読
書
会
―
会
読
の
思
想
史
―
』

前
田
勉 

平
凡
社
選
書
）
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

【
史
料
47
】
製
錦
堂
塾
則 

 
 
 

 

製
錦
堂
塾
中
視
事
法
令

ヤ
ク
メ
ヲ
ツ
ト
ム
ル
コ
ト 

 

督

学

総

制

モ
ノ
ヨ
ミ
テ
ナ
ラ
ヒ
タ
ヾ
ス
ソ
フ
ミ
ハ
ヒ 

但
し
十
日
交
代
に
可
相
勤
也 

 
 

第
一
幼
少
の
者
共
を
愛
憐
を
加
ゑ
素
読
手
習
等
相
糺
夫
々
支
配
へ
申
付
若
不
精

に
て
教
ゑ
さ
る
乎
又
教
え
て
も
読
さ
る
か
右
等
の
者
共
相
糺
ま
た
筆
墨
紙
帳

に
し
る
し
多
分
ニ
費
し
使
わ
さ
る
様
差
図
致
し
不
参
帳
日
々
無
怠
慢
相
改
ま

た
三
日
不
参
の
者
書
出
し
行
儀
物
事
道
中
佐
法
等
相
改
時
々
百
ヶ
条
よ
ミ
為

聞
候
様
心
得
ら
る
べ
き
事 

  
 
 
 
 
 
 

倉
之
助 

 
 
 
 
 
 

三
字
経
以
上
教
者
無
之
時
教
役 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
三
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

但
し 

月
番
休 

吉
井
豊
太
郎 

 
 
 
 
 
 

藤
司 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

角
蔵 

 
 
 

豊
太
郎 

栄
次
郎 

豊
八 

喜
久
蔵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
三
郎 

 
 

惣
次
郎 

勇
蔵 

角
太
郎 

宇
之
助 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

忠
蔵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

倉
之
助 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次
郎
八 

    
庄
吉 

隼
次
郎 

源
之
助 

 

宇
之
助 
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熊
次
郎 

 

幸
三
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幸
吉 

 
 

古
状
庭
訓
右
同
断 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

源
助 

 
 
 

源
之
助 

熊
次
郎 

宇
之
吉 

亀
蔵 

 
 
 
 
 
 
 

粂
蔵 

 
 

石
太
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

庄
吉 

倉
之
助 

  
 
 
 
 
 
 

亀
蔵 

 
 

定
五
郎 

 

古
状
庭
訓
糺
役 

毎
日
糺
し
可
遣
事 

肥
田
惣
次
郎 

 

豊
次
郎 

 

紋
太
郎 

 
 

豊
太
郎 

栄
次
郎 

豊
八 

喜
久
蔵 

惣
次
郎 

 
 
 
 
 
 
 

音
七 

 
 

甚
吉 

 
 
 

勇
蔵 

宇
之
助 

庄
吉 

倉
之
助 

 
 
 
 
 
 
 

清
八 

 
 

磯
吉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仁
助 

 
 

留
守
中
五
経
已
上
素
読
糺
役 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊
吉 

 
 
 

豊
太
郎 

栄
次
郎 

豊
八 

 
 
 
 
 
 
 

専
次
郎 

 

喜
三
郎 

 
 
 
 
 
 
 

辰
次
郎 

 

伴
蔵 

 
 

留
守
中
三
字
経
以
上
糺
役 

并
木
角
太
郎 

 

万
次
郎 

 

奥
治
郎 

 
 

喜
久
蔵 
惣
次
郎 

勇
蔵 

角
太
郎 

 
 
 
 
 
 
 

辰
五
郎 

 

貞
三
郎 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

庄
吉 

観

察

吏

メ
ツ
ケ
ヤ
ク
ノ
カ
シ
ラ 

但
十
日
交
代
ニ
筆
墨
紙
帳
ニ
可
附
事 

 

督
学
総
制
之
者
と
も
同
様
に
新
参
の
者
と
も
愛
憐
致
し
克
素
読
手
習
行
儀
作
法
物

事
等
右
教
喧
嘩
口
論
狗
齕
合
悪
口
致
し
候
者
可
相
糺
事 

 

斎
藤
宇
之
助 
 
 

女
中
共
江
毎
日
物
読
可
教
者 

 

土
屋
源
之
助 

 
 

并
ニ
手
本
物
よ
ミ
手
習
相
兼
月
番
休 

 

小
安
熊
次
郎 

 
 
 

惣
次
郎 

倉
之
助 

 

今
関
卯
之
吉 

 
 
 

喜
久
蔵 

隼
二
郎 

 

 

行
木
亀
蔵 

 
 
 
 

角
太
郎 

も
と 

 

岩
崎
庄
吉 
 
 
 
 

豊
八 

 

石
田
倉
之
助 

 
 
 

勇
蔵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊
太
郎 

手
習
毎
日
可
教
者 

 
 

宇
之
助 

こ
う 

 

豊
太
郎 

忠
蔵 

 
 

源
之
助 

 

栄
次
郎 

幸
吉 

 
 

宇
之
吉 

 

喜
久
蔵 

幸
三
郎 

 

庄
吉 

あ
い 

 

惣
次
郎 

喜
三
郎 

 

亀
蔵 

 

も
と
こ
う
に
て
物
読
可
教
事
手
習
ハ
男
子
と
も 

 

勇
蔵 

定
五
郎 

 
 

熊
次
郎 

に
て
教
可
申
事 

 

角
太
郎 

伴
蔵 

 
 

右
者
も
と
こ
う
に
て
あ
い
へ
毎
日
物
よ
ミ
可
教
事 

 

宇
之
助 

貞
三
郎 

 

女
中
仲
間
に
て
手
習
者
読
毎
可
教
、
但
女
中
仲
間
に
て 

 

源
之
助 

磯
吉 

 
 

物
読
せ
ハ
女
中
支
配
十
三
人
ニ
て
可
致
事 

 

熊
次
郎 

角
蔵 

 
 

掃
除
番 

但
し
月
番
休 

 
 

 

宇
之
吉 

仁
助 

 
 

熊
次
郎 

万
次
郎 

 
 
 

 

 

亀
蔵 

次
郎
八 

 
 

宇
之
助 

粂
蔵 

 

庄
吉 

紋
太
郎 

 
 

豊
太
郎 

乙
七 

 

豊
次
郎 

源
助 

 
 

栄
次
郎 

専
次
郎 

 

粂
蔵 

 

豊
吉 

 
 

宇
之
吉 

喜
三
郎 

 

音
七 

 

藤
司 

 
 

庄
吉 

 

忠
蔵 

 

清
八 

 
 
 
 
 
 

清
八 

石
太
郎 

 
辰
次
郎 

 
 
 
 
 

辰
次
郎 

幸
三
郎 

 
倉
之
助 

隼
次
郎 

 

倉
之
助 

隼
次
郎 

水
う
ち
番 

 
 
 
 
 
 
 

水
く
み
ば
ん
壱
人
ツ
ヽ
拾
弐
歳
以
上 

 

但
し
月
番
休
弐
人
ツ
ヽ 

 

の
者
雪
隠
掃
除
番
并
手
水
瓶 

布
流
河
喜
久
蔵 

 

宇
之
吉 

土
屋 

勇
蔵 

 

芳
蔵 

女
中
共
机
取
次
番 

 
 
 

紙
屑
摝
番 

十
三
才
以
上
者
三
人
ニ
テ 

 

但
三
人
ツ
ヽ 

芳
蔵 

栄
次
郎 

勇
蔵 

 

貞
三
郎 

定
五
郎 

辰
五
郎 

亀
蔵 

喜
久
蔵 

 

喜
三
郎 

伴
蔵 

万
次
郎 

熊
次
郎 

惣
次
郎 

磯
吉 

角
蔵 

辰
次
郎 

豊
太
郎 

倉
之
助 

仁
助 

次
郎
八 

清
八 

源
之
助 

隼
次
郎 

 

紋
太
郎 

源
助 

豊
次
郎 

宇
之
助 

 
 
 

豊
吉 

藤
司 

庄
吉 

角
太
郎 

 
 

喜
久
蔵 

辰
五
郎 

 
 

惣
次
郎 

芳
蔵 

 
 

勇
蔵 

喜
三
郎 

 
 

角
太
郎 

甚
吉 

 
 

源
之
助 

奥
次
郎 

 
 

亀
蔵 

幸
吉 

豊
次
郎 

他
村
掃
除
番 

 

諸
村
一
同
に
下
る
日
は
他
村
之
者 

共
に
て
可
勤
事
、
他
村
掃
除
ば
ん 

勤
る
こ
と
稀
な
る
ゆ
へ
身
分
の
思 

や
り
の
為
ニ
も
可
相
成
事 
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時
ニ
寄
三
四
人
ツ
ヽ 

 
 

江
水
を
入
又
夜
汲
取
為
告
知
役 

 
豊
八 

辰
次
郎 

 
 
 
 

相
兼 

 

栄
次
郎 

万
次
郎 

 
 
 
 

宇
之
助 

源
之
助 

熊
次
郎 

宇
之
吉 

 

喜
久
蔵 
辰
五
郎 

 
 
 
 

亀
蔵 

庄
吉 

豊
次
郎 

清
八 

 

 

豊
太
郎 
芳
蔵 

 
 
 
 
 

辰
次
郎 

万
次
郎 

辰
五
郎 

芳
蔵 

 

惣
次
郎 

乙
七 

 
 
 
 
 

粂
蔵 

乙
七 

専
次
郎 

喜
三
郎 

 

勇
蔵 

専
次
郎 

 
 
 
 

三
ヶ
村
履
番 

壱
度
ニ
壱
人
ツ
ヽ 

 

角
太
郎 

喜
三
郎 

 
 
 
 

宇
之
助 

熊
次
郎 

宇
之
吉 

清
八 

 

宇
之
助 

忠
蔵 

 
 
 
 
 

辰
次
郎 

万
次
郎 

粂
蔵 

乙
七 

 

源
之
助 

石
太
郎 

 
 
 
 

専
次
郎 

喜
三
郎 

忠
蔵 

石
太
郎 

 

 

熊
次
郎 

甚
吉 

 
 
 
 
 

幸
三
郎 

 

宇
之
吉 

奥
次
郎 

 
 
 

他
村
履
番
右
同
断 

 

亀
蔵 

 

幸
吉 

 
 
 
 
 

亀
蔵 

源
之
助 
豊
次
郎 

辰
五
郎 

 

豊
次
郎 

幸
三
郎 

 
 
 
 

芳
蔵 

喜
三
郎 

甚
吉 
奥
次
郎 

 

清
八 

倉
之
助 

 
 
 
 
 

幸
吉 

 
 
 
 

隼
次
郎 

 
 督

学
諸
吏
総
員
外 

当
時
決
職
ニ
付
督
学
総
制
ニ
而
兼
役 

 

督
学
総
制
観
察
吏
其
外
之
者
依
怙
貝
負
無
礼
無
之
様
素
読
間
違
等
相
糺
書
物
へ
か

な
付
之
者
制
し
入
塾
の
者
へ
は
右
之
趣
実
意
に
指
揮
致
す
べ
し
、
か
な
ら
す
け
ん

ど
ん
邪
見
に
い
た
す
間
敷
事
、
猶
ま
た
閑
暇
の
時
は
百
ヶ
条
読
為
聞
可
申
事 

右
之
条
々
閑
暇
之
時
能
々
熟
読
放
心
い
た
さ
せ
さ
る
様
可
心
得
事 

 
 
 

甲
辰
の
春 

 
 
 
 
 
 
 

製
錦
堂
主
人 

(

目
録
番
号 

Ｓ
１) 

【
史
料
48
】
製
錦
堂
百
箇
条 

 
 

  
(

竪
冊
・
表
紙) 

 

天
保
十
己
（
マ
マ
）

年 

八
月
十
五
日 

百 

箇 

条 
 

 

全  
  

 

 
 

製
錦
堂
教
訓
制
詞
百
箇
条 

一第
一

年
長
の
者
は
礼
儀
を
以
て
敬
ひ
、
幼
少
の
者
は
愛
憐
を
加
へ
労
り
可
申
事 

一第
二

何
事
に
寄
ら
す
非
道
の
行
ひ
致
す
べ
か
ら
す
、
年
長
の
者
共
は
厳
可
致
心
得
事 

一第
三

年
長
の
者
は
己
れ
支
配
の
者
共
へ
素
読
・
手
習
相
糺
し
、
日
々
可
為
致
出
精
事 

一第
四

外
支
配
頭
不
参
節
、
己
れ
支
配
間
横
、
領
道
（
導
カ
）
取
扱
可
致
事 

一第
五

支
配
頭
或
年
長
の
者
不
精
致
、
幼
少
の
者
共
に
不
教
者
有
之
者
外
支
配
者
ゟ 

急

度
可
申
出
事 

一第
六

年
少
新
参
の
身
分
に
て
先
覚
為
者
の
教
を
否
み
候
者
早
速
可
申
出
事 

一第
七

年
長
の
者
心
付
振 ぶ

り

を
致
し
、
長
少
新
参
者第

八

の
分
限
も
許
さ
す
飽
ま
で
教
為
困
窮

［
間
敷
事
カ
］ 

一第
九

素
読
・
手
習
は
不
及
申
、
物
を
教
諭
致
す
に
は
長
敷
相
教
へ
か
ら
す
、
慳
貪

け
ん
ど
ん

に
気

突
処
間
敷
事 

一第
十

素
読
・
手
習
は
不
及
申
、
何
事
に
よ
ら
す
教
を
受
な
か
ら
傲
強
曲
り
強
返
答
致
間

敷
、
又
者
素
読
致
し
候
哉
否
や
月
番
支
配
頭
ゟ
日
々
可
相
糺
事 

一十
一

若
素
読
致
さ
ゞ
る
者
有
之
候
ハ
ヽ
支
配
頭
月
番
ゟ
可
致
沙
汰
、
其
形
押
隠
者
可
為

落
度
事 

一十
二

素
読
義
古
状
・
庭
訓
・
孝
経
・
大
学
迄
ハ
六
へ
ん
ゟ
七
八
へ
ん
、
中
庸
ゟ
孟
子

迄
ハ
四
遍
ゟ
五
六
へ
ん
、
五
経
以
上
は
惣
覚
へ
よ
き
者
ハ
壱
弐
へ
ん
、
中
分
弐
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三
遍
□
□
敷
事
、
あ
し
き
者
へ
ハ
四
五
へ
ん
と
心
得
分
量
□
可
致
事 

 
物
覚
の
甲
乙
に
て
紙
数
を
限 か

ぎ

る
べ
し
、
分
外
に
教
を
授 さ

ず

か
れ
は
胡
乱
覚
ニ

て 
後
々
嘘
語
を
伝
る
ゆ
へ
、
も
の
覚
量
に
随
教
を
可
受
事 

一十
三

素
読
糺
し
を
受
る
時
教
ゑ
を
授
る
者
の
本
に
て
致
す
へ
き
事
、
教
を
授
る
に
紙
数

多
分
に
て
覚
へ
か
ね
減
し
候
者
は
人
の
労
お
（
を
カ
）
も
弁
へ
［ 

 
 

］
な
く

己
の
器
量
も
知
さ
る
ゆ
へ
克
々
心
得
事
、素
読
正
し
を
受
る
時
度
々
相
返
さ
る
ゝ

者
ハ
常
々
不
精
故
無
此
上
も
可
為
恥
辱
事 

一 十
四

長
少
と
な
く
物
覚
へ
能
者
へ
は
多
分
に
、
あ
し
き
者
は
少
分
に
教
可
遣
事 

一十
五

書
物
へ
仮
名
付
候
共
相
互
に
見
せ
間
敷
、
字
差
棒
か
な
可
為
同
断
事 

一十
六

朝
早
く
参
り
前
日
素
読
致
し
候
処
を
温
書
、
其
上
掟
通
に
温
書
又
毎
夜
自
家
に
致

温
書
事 

一十
七

素
読
正
し
を
受
胡
乱
覚
に
て
相
返
さ
れ
候
者
へ
も
先
学
の
者
共
に
て
先
ハ
実
に

可
遣
教
、
若
面
倒
に
お
も
ひ
突
廻
し
余
人
に
譲
る
間
敷
事 

一十
八

素
読
正
し
を
授
る
時
、
居
り
侭
に
て
ふ
み
乱
又
摩
寄
座
を
不
可
移
事 

一十
九

素
読
を
授
り
な
か
ら
欠
伸
し
、
身
悶
し
、
酸
鼻
し
、
眄
を
し
、
頭
を
振
り
、
経
橈

を
徒
に
致
し
、
領
を
撫
、
手
足
を
動
し
、
種
々
に
不
作
法
い
た
す
べ
か
ら
す
、
行

儀
克
居
り
、
左
の
手
を
つ
き
右
の
手
に
ハ
経
橈
を
附
慎
て
可
読
事 

一二
十

素
読
よ
ミ
か
へ
し
ハ
、
古
状
は
一
件
り
ゟ
壱
枚
迄
、
庭
訓
ハ
弐
件
ゟ
壱
枚
ま
で
、

孝
経
・
大
学
・
中
庸
半
枚
ゟ
弐
枚
ゟ
、
論
孟
は
壱
枚
ゟ
四
枚
迄
、
五
経
以
上
は
壱

枚
半
ゟ
五
枚
迄
、
併
し
物
覚
の
甲
乙
に
随
て
紙
数
に
多
少
を
限
る
べ
き
事 

一
二
十
一

胡
乱
覚
の
上
、
不
参
能
致
し
、
素
読
に
不
精
、
相
忘
れ
又
ハ
不
参
の
手
段
に
困 

り
同
僚
の
不
面
倒
の
様
に
申
成
、亦
不
精
を
押
隠
ん
が
為
種
々
偽
取
巧
み
申
間
鋪

事 

一
二
十
二

手
本
よ
み
様
は
素
よ
み
同
様
教
、
若
順
ん
ば
ん
替
之
時
は
月
番
ゟ
差
図
致
し
其

上
差
支
者
其
段
可
申
出
事 

一
二
十
三

清
書
は
書
損
・
落
字
無
之
様
相
心
得
、
姓
名
に
奇
字
・
典
字
書
べ
か
ら
す 

一
二
十
四

大
文
字
へ
者
姓
字
と
名
頭
の
字
を
書
べ
し
、
奇
字
典
否
様
可
心
得
事 

一
二
十
五

大
文
字
者
恒
に
他
人
の
見
る
者
也
、
不
恥
辱
に
も
相
成
候
得
者
幼
少
・
新
参
の
者

ハ
格
別
、
年
長
の
者
共
ハ
念
入
可
書
事 

一
素
読
教
な
か
し
、
雑
談
・
徒
事
不
可
致
、
猶
又
軍
作
素
覓
す 

一
二
十
六

軍
方
戯
作
本
ハ
昼
休
の
線
香
後
、
休
日
・
夕
方
抔
に
可
見
、
併
夕
方
す
み
致
し
候

姓
と
朝
飯
前
に
ハ
見
べ
か
ら
す 

一
二
十
七

線
香
中
塾
法
に
背
き
候
者
帳
に
し
る
し
可
差
出
事 

一
二
十
七

線
香
中
ま
た
は
新
来
の
と
き
雑
談
不
可
致
事 

一
二
十
八

せ
ん
香
中
無
用
に
文
座
（
マ
マ
）
を
開
闔
、
帯
を
締
直
し
、
身
悶
へ
、
眄
を
し
、

疾
書
・
虚
書
・
稗
史
身
覓
ニ

墨
を
す
り
、
頬
杖
衝
致
し
、
便
所
江

立
不
精
致
間
敷
事 

一
二
十
九

塾
中
一
同
貴
賤
長
少
と
同
様
付
の
交
り
致
し
、
自
家
の
富
裕
権
威
誇
る
べ
か
ら

さ
る
事 

一三
十

来
客
あ
る
節
高
声
に
騒
き
種
々
の
不
作
法
致
、
常
々
□
に
戸
障
子
の
図
雅
不
可
致

事 

一
三
十
一

不
法
致
し
候
者
江

万
訳
再
三
申
聞
、
其
上
不
用
者
ハ
手
に
て
擲
、
其
外
棒
・
書
尺

の
類
に
て
打
撃
こ
と
決
而
可
為
無
用
事 

一
三
十
二

何
事
に
寄
ら
す
依
怙
贔
屓
な
く
道
理
に
順
ひ
公
に
取
扱
ひ
、
相
互
に
行
届
さ
る

こ
と
真
実
に
教
諭
事 

一
三
十
三

何
事
に
寄
ら
す
交
易
或
ハ
売
買
等
致
間
敷
事
、
ま
た
己
の
気
に
入
し
物
を
欺
し

偽
寄
し
交
易
売
買
致
し
ま
す
き
事 
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一
三
十
四

拾
ひ
物
致
し
候
者
何
様
の
品
た
り
共
不
押
隠
、
早
速
相
返
可
申
事 

一
己
の
物
は
大
切
に
致
し
人
の
物
は
麁
抹
に
取
扱
ひ
申
間
敷
事 

一
三
十
五

不
参
の
者
者
帳
に
験
置
、
三
日
目
に
急
度
可
書
出
事 

一
三
十
六

暇
を
願
ふ
に
ハ
支
配
頭
へ
相
頼
之
、
若
不
参
候
者
月
番
ゟ
可
申
、
ま
た
偽
い
と
ま

を
乞
候
者
其
形
差
置
間
敷
事 

一
三
十
七

筆
・
墨
・
紙
の
帳
面
相
糺
、
多
分
に
費
し
候
者
段
可
申
出
事 

一
三
十
八

筆
・
墨
・
紙
多
分
に
持
参
致
し
、
不
験
押
隠
間
敷
事 

一
三
十
九

筆
・
墨
・
紙
等
倹
約
致
し
麁
末
に
不
致
様
相
心
得
、
己
の
分
限
よ
り
手
（
多
カ
）

分
に
費
し
、
返
て
手
間
不
精
に
致
間
敷
事 

一四
十

己
の
筆
・
墨
・
紙
其
外
の
者
の
美
を
慢
ん
し
、
人
の
麁
品
な
る
を
不
可
賤
事 

一同
一

筆
・
墨
・
紙
其
外
の
物
の
美
を
羨
み
、
己
の
悪
き
を
不
可
恥
事 

一同
二

筆
・
墨
・
紙
の
好
悪
し
に
か
ゝ
わ
ら
ず
、
達
不
達
は
己
々
の
出
精
に
よ
る
も
の
ゆ

ゑ
、
万
事
ニ

付
己
の
入
限
よ
り
驕
り
候
者
ハ
芸
能
に
難
達
者
と
心
得
、
蛍
を
聚
め
、

雪
を
積
の
出
精
可.

深
念
事 

一同
三

何
品
に
限
ら
す
紛
失
致
し
候
者
最
速
可
申
立
、
等
閑
置
候
ハ
ヽ
当
人
は
不
及
申
其

時
の
月
番
・
支
配
頭
之
者
共
の
可
為
落
度
事 

一同
四

盆
暮
支
度
暇
出
候
定
日
後
、
不
沙
法
に
入
込
候
机
・
文
庫
勝
手
に
持
出
或
ハ
ま
た

は
大
の
机
・
文
庫
・
硯
箱
等
相
頼
れ
不
沙
汰
に
持
候
事
右
同
断
た
る
べ
く
候
間
、

其
段
相
届
立
合
之
上
持
出
可
申
事 

一同
五

若
無
拠
人
の
文
庫
・
硯
箱
等
開
け
候
節
者
月
番
人
衆
又
者
支
配
頭
立
合
可
致
事 

一同
六

半
日
に
て
不
参
の
者
机
・
文
庫
取
形
付
候
者
庫
憐
（
隣
カ
）
の
者
乎
支
配
頭
か
立

合
可
致
、
又
者
朝
暮
に
限
ら
す
幼
少
の
者
机
・
文
庫
取
扱
世
話
可
致
事 

一同
七

相
対
に
て
預
り
物
致
間
敷
、
不
得
止
事
預
り
候
者
当
月
番
か
日
番
支
配
頭
か
へ
相

届
、
其
上
品
に
寄
其
暇
（
段
カ
）
可
申
出
候
、
人
々
物
を
預
り
置
後
相
忘
れ
紛
失

之
様
ニ

申
立
大
勢
に
難
儀
為
致
間
敷
事 

一
四
十
八

口
論
・
打
撃
合
の
苛
察
な
る
事
致
間
敷
、
悪
口
・
打
擲
致
し
候
者
強
返
答
・
擲
返

し
致
候
者
両
様
可
為
同
罪
間
、
其
侭
可
申
出
事 

一
四
十
九

喧
嘩
・
口
論
致
し
或
ハ
狗
齕
合
為
致
候
者
を
押
隠
と
処
露
顕
に
及
者
当
人
可
同

断
事 

一五
十

机
・
文
庫
抔
拍
子
を
鼓
き
或
ハ
腰
懸
登
り
歩
く
間
敷
候
、
見
逃
し
候
者
ハ
同 

 

様
可
為
事 

一
五
十
一

賭
之
諸
勝
負
・
碁
・
将
棋
一
切
致
し
べ
か
ら
ず
、
見
逃
し
候
者
可
為
同
事 

一
五
十
二

字
差
棒
は
休
日
に
自
分
家
に
て
拵
ゑ
持
参
可
致
、
稽
古
所
或
ハ
軒
の
下
抔
に
て

竹
木
の
類
切
削
り
切
屑
を
紙
抔
に
包
み
捨
て
又
者
取
乱
置
間
鋪
事 

一
五
十
三

朱
硯
の
外
絵
之
具
の
類
持
参
致
す
へ
か
ら
す
、
草
双
紙
な
と
観
る
間
鋪
事 

一
五
十
四

弓
矢
・
吹
矢
・
銭
突
鐘
・
幟
・
小
旗
付
紙
等
の
細
工
徒
決
而
不
可
致
事 

一
五
十
六

座
席
之
儀
己
れ
随
意
の
処
に
先
着
の
者
居
り
候
を
追
立
、
我
侭
の
振
舞
致
間
鋪

事 

一
五
十
七

着
座
次
第
一
々
の
間
ニ
、

八
畳
の
間
は
拾
弐
才
以
下
の
者
、
能
は
四
畳
、
七
畳
の

間
は
長
少
と
な
く
先
着
次
第
、
壱
弐
の
間
・
五
畳
間
・
茶
の
間
ハ
十
二
歳
以
上
の

者
右
之
通
り
可
慎
居
事 

一
五
十
八

疥
癬
平
愈
致
衆
克
々
糺
し
候
上
同
席
可
致
、
ま
た
素
読
糺
し
の
節
疾
居
候
跡
ハ

暫
ら
く
間
を
空
可
居
事 

一
五
十
九

尊
上
の
人
の
前
は
腰
を
屈
め
、
閑
□
上
の
み
対
、
類
す
へ
か
ら
ず
事 

一六
十

手
本
清
書
何
に
よ
ら
す
物
を
出
を
上
る
と
云
ふ
、
取
る
を
下
る
と
云
ふ
へ
き
事 

一
六
十
一

素
読
本
忘
れ
来
り
其
形
打
捨
置
相
怠
り
間
敷
事 
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一
六
十
二

清
書
後
手
本
紙
数
承
り
に
出
る
時
、
観
察
吏
月
番
一
人
罷
出
混
雑
不
為
致
様
指

揮
可
致
事 

一
六
十
三

履
番
の
者
履
物
緒
を
取
遣
候
時
、
取
乱
不
可
置
事 

一
六
十
四

履
番
に
当
り
候
者
格
別
其
［
支
配
カ
］
の
者
に
お
の
れ
の
履
物
の
取
扱
ひ
為
致
間

鋪
事 

一
六
十
五

雨
天
の
砌
、
心
得
な
く
軒
の
［
庭
カ
］
前
足
駄
に
て
踏
あ
ら
す
間
敷
、
庭
前
は
敷

木
の
上
を
可
致
歩
行
事 

一
六
十
六

日
々
道
中
定
の
へ
次
第
相
守
り
争
論
不
致
様
に
気
を
附
、
風
雨
の
節
者
別
而
幼

少
の
者
共
相
労
り
往
来
致
し
、朝
暮
出
入
行
儀
克
年
長
の
者
ゟ
弐
人
ツ
ヽ
辞
儀
可

致
事 

一
六
十
七

督
学
総
制
観
吏
不
受
の
者
共
不
法
を
制
、
心
酌
（
斟
カ
）
致
、
格
叱
罵
を
急
、 

平
生
行
跡
の
善
悪
ニ

依
て
軽
重
可
有
之
間
、
邪
心
を
発
し
依
怙
贔
屓
と
希
ふ
間
鋪

事 

一
六
十
八

万
事
に
付
己
の
否
な
る
事
抜
潜
を
致
、
掃
除
其
外
何
に
寄
ら
ず
年
少
者
申
附
、
人

の
見
る
前
に
て
ハ
長
敷
見
せ
、
不
見
の
節
者
身
遁
れ
を
致
し
、
悪
事
を
目
論
見
、

後
暗
き
事
を
な
し
、
友
の
思
や
り
不
知
事 

一
六
十
九

仮
初
に
も
長
気
な
く
、
闘
論
・
唖
方
・
狂
ひ
・
戯
気
な
る
事
を
致
し
、
終
の
事
を

覚
々
敷
騒
き
立
、
途
轍
も
な
嘘
を
つ
き
、
人
を
誑
か
す
間
鋪
事 

一七
十

軽
薄
口
を
叩
き
、
種
々
の
意
地
悪
な
る
事
を
目
論
見
、
己
の
気
に
入
□
者
は
是
非

の
差
別
、
徒
党
ひ
致
、
無
情
操
上
己
同
意
の
者
と
憩
、
頭
合
、
可
笑
敷
、
無
拵
ゑ

人
を
可
恥
し
、
無
作
法
な
る
行
儀
、
不
調
法
な
る
物
言
な
と
咍
ひ
、
辱
へ
か
ら
ず 

一
七
十
一

机
・
文
庫
を
筋
違
に
致
し
居
る
に
膝
蓋
を
出
、
硯
箱
・
手
本
書
・
雅
友
紙
等
机
の

上
に
縦
横
不
取
乱
様
可
心
掛
事 

一
七
十
二

年
長
・
支
配
頭
・
月
番
の
者
と
も
来
客
の
砌
、
不
行
儀
の
者
共
を
打
擲
、
己
れ
返

而
学
頭
・
古
参
振
を
見
分
よ
か
し
に
致
し
、
返
而
己
の
浅
間
敷
心
事
を
朝
し
ニ

せ

さ
る
様
心
得
可
申
、
若
不
行
儀
の
者
有
之
候
者
再
三
判
詞
い
た
し
、
其
上
不
相
用

者
は
帳
に
留
早
速
差
出
可
申
事 

一 

年
少
の
者
の
徒
事
は
申
立
、
年
帳
（
長
カ
）
の
者
の
悪
事
前
は
権
威
に
寄
て
連
、

其
形
用
捨
致
事
全
く
年
長
の
者
共
の
横
道
た
る
へ
き
事 

 
 

自
己
の
悪
事
を
取
申
立
候
は
過
を
改
事
ゆ
ゑ
、
以
遺
恨
含
み
間
敷
事 

一 

年
長
の
者
己
の
気
に
逆
ふ
事
有
れ
ば
人
を
打
き
或
は
抜
打
抔
致
し
気
随
の
振
舞

不
致
事 

一 

貪
偏
食
し
な
か
ら
菜
・
肴
の
品
々
尋
合
、
其
上
雑
話
不
可
致
、
猶
又
梅
天
（
干
カ
）

の
核
・
魚
の
骨
抔
不
乱
様
可
心
得
事  

一 

冬
は
己
れ
勝
手
に
煖
り
、
夏
ハ
我
侭
に
涼
処
に
居
、
人
の
寒
暑
を
不
思
事 

一 

支
配
頭
の
者
と
定
居
の
者
共
に
て
二
便
所
不
浄
方
致
さ
せ
る
様
気
お（
マ
マ
）付
、

又
二
便
あ
ふ
れ
さ
る
前
夫
々
汲
取
可
為
致
事 

一 

休
日
市
・
神
社
仏
閣
・
縁
日
・
参
詣
人
立
は
、
中
に
て
種
々
の
果
を
買
食
ひ
歩
行

間
敷
事 

一 

定
居
者
類
、
邂
逅
等
と
は
格
別
、
恒
々
徒
党
を
致
、
費
ま
え
〳
〵
供
え
、
初
童
の

時
無
道
の

驕
ヲ
ゴ
リ

為
せ
は
其
癖
終
身
虜
と
成
者
ゆ
へ
克
々
可
致
心
得
事 

一 

定
居
其
入
用
の
品
通
帳
に
て
［
買
カ
］
取
を
是
と
心
得
、
無
用
の
物
買
取
無
益
ニ

金
銭
不
費
様
倹
約
を
可
心
掛
事 

一 
定
居
者
共
は
堂
の
内
庭
前
灑
掃
等
に
気
を
付
、
履
抜
所
・
庭
前
・
机
の
辺
に
紙
屑

取
乱
れ
さ
る
様
ま
た
紙
屑
籠
に
余
る
と
き
は
夫
々
取
扱
ひ
可
致
事 

一 

定
居
の
者
共
早
朝
に
起
、
年
長
の
者
共
先
達
而
掃
除
致
、
夕
方
も
同
様
戸
を
闔
、
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年
長
者
に
て
戸
締
り
を
見
廻
り
、且
不
参
の
年
少
の
者
に
難
成
業
為
致
自
分
の
身

遁
れ
致
間
敷
事 

一 
定
居
の
者
ハ
通
の
者
ゟ
別
段
長
敷
、
通
の
者
の
規
模
に
も
相
成
候
様
、
人
懸
の
座

敷
の
中
者
不
及
申
庭
前
路
中
な
り
共
奔
走
り
歩
か
さ
る
様
差
図
可
致
事 

一 

定
居
の
者
は
朝
飯
前
に
素
読
致
亦
し
ま
ひ
、
早
き
夕
方
或
ハ
長
夜
の
砌
は
夜
分
、

休
日
は
午
時
後
抔
見
計
ひ
素
読
為
致
、通
ひ
の
無
弁
者
は
依
屓
様
に
思
ふ
者
も
有

之
候
得
と
も
右
刻
限
而
ハ
帰
宅
致
し
居
候
事
ゆ
へ
其
訳
克
々
勘
弁
致
、若
出
精
励

み
右
刻
限
而
も
か
よ
ひ
来
候
得
は
同
様
可
教
遣
事 

一 

自
己
の
宅
に
て
我
侭
気
随
に
致
惰
弱
愚
昧
ゆ
ゑ
度
々
自
宅
へ
遁
帰
り
己
不
精
を

押
隠
さ
ん
か
為
種
々
申
偽
、
師
家
同
門
の
に
面
倒
入
様
に
申
間
敷
事 

一 

定
居
の
者
も
病
気
の
節
者
実
意
を
尽
し
相
正
へ
に
介
抱
い
た
し
可
申
、又
恒
々
幼

少
の
者
夜
前
二
便
に
起
候
節
者
年
長
の
者
壱
人
と
場
番
に
き
添
遣
可
申
事 

一 

定
居
の
者
は
自
己
の
親
ゟ
手
習
・
素
読
出
精
致
さ
せ
ん
為
遣
候
事
ゆ
へ
出
精
相
励

ミ
可
申
、
不
仕
合
の
者
ハ
幼
少
ゟ
僕
童
・
年
季
な
と
に
被
差
出
候
人
労
難
儀
を
思

ひ
や
り
、己
の
仕
合
能
は
全
く
親
の
慈
悲
な
る
を
弁
へ
仮
初
に
も
無
怠
慢
様
可
心

得
事 

一 

子
供
の
身
分
と
し
て
酒
興
を
好
み
夜
遊
ひ
致
、
恒
々
手
拭
の
頬
被
り
〳
〵
、
帯
を

尻
に
つ
け
、
結
目
を
脇
に
邪
せ
年
長
人
の
真
似
致
間
敷
事 

一 

同
僚
一
統
十
歳
以
上
の
者
は
別
段
憐
を
か
け
、
掃
除
・
戸
障
子
の
取
締
等
の
業
差

免
可
申
、
幼
少
の
者
ハ
万
端
不
成
熟
ゆ
へ
此
段
等
相
心
得
、
且
十
壱
弐
歳
の
者
ゟ

は
可
成
業
ハ
差
図
致
し
候
て
も
十
歳
以
下
の
者
に
順
し
て
相
労
り
、拾
三
四
歳
の

者
ハ
十
一
弐
歳
の
者
ゟ
物
事
に
気
遣
、拾
五
六
歳
の
者
拾
三
四
の
者
共
の
不
行
届

事
を
教
諭
致
、
万
事
に
附
無
落
度
様
取
遣
ひ
、
年
の
甲
乙
随
て
愛
憐
第
一
に
可
加

事 

一 

万
事
に
附
議
を
尽
し
教
諭
致
べ
し
、
心
慳
貪
邪
見
な
る
苛
悪
心
持
べ
か
ら
す
、
不

法
な
る
行
儀
為
ハ
其
身
計
か
重
師
・
親
の
恥
辱
な
る
は
、
恒
々
温
・
良
・
恭
・
倹
・

譲
と
云
五
徳
の
道
を
朝
暮
忘
さ
る
様
可
心
掛
事 

 
 

 

右
条
々
相
守
可
申
事 

（ 

裏 

表 

紙 

） 

「 
 

上
総
国 求

名
村 

並
木
恒
三
郎 書

之 
 

」 

(

目
録
番
号 

Ｑ
28
‐
１) 

 

【
史
料
49
】
関
素
寿
書
簡 

(1) 

関
素
寿
書
簡 

（
宛
名
） 

「
求
名
村 

 
 
 
 
 
 
 
 

前
之
内
村 

 
 

并
木
角
太
郎
様 

 
 
 
 
 
 

今
関
悛
輔 

 
 
 
 
 
 
 

貴
答 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

御
紙
面
拝
誦
仕
候
、
如
命
次
第
ニ
薄
暑
相
催
候
得
共
御
全
家
様
御
揃
倍
御
壮
佳
ニ
被

成
御
座
候
よ
し
欣
喜
之
至
と
奉
賀
候
、
隨
而
拙
家
無
事
罷
在
候
段
乍
憚
御
休
意
可
被

下
候
、
然
者
過
日
者
態
々
御
見
舞
被
成
下
殊
ニ
寛
斎
方
江
厚
御
謝
礼
被
下
候
段
不
浅

御
義
ニ
奉
存
候
、
同
人
方
江
者
右
段
此
間
幸
便
有
之
候
ニ
付
申
遣
し
候
、
定
而
当
人

義
も
可
奉
感
謝
と
奉
存
候
且
又
来
ル
八
日
ニ
者
愚
孫
初
太
郎
同
伴
ニ
而
御
招
キ
被
下
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御
芳
情
不
浅
御
事
ニ
奉
存
候
、
何
れ
昇
堂
可
得
貴
意
候
間
、
乍
末
筆
も
御
全
家
様
方

江
宜
可
然
様
御
配
声
被
成
下
候
様
偏
ニ
奉
希
候
、
先
者
貴
答
而
已
以
寸
楮
如
此
ニ
御

座
候
、
匆
々
頓
首 

 
 

四
月
朔
賀 

尚
々
甚
以
勝
手
ヶ
間
敷
者
奉
存
候
得
共
格
別
雨
天
ニ
も
候
ハ
ヽ
昇
堂
被
成
兼
候
段
者

御
間
柄
故
無
心
隠
申
上
候
、
か
な
ら
す
御
叱
呵
被
下
間
敷
様
伏
而
奉
願
候
燈
灯
御
遣

し
被
下
忝
と
落
手
仕
候 

(

目
録
番
号 

Ａ
７
‐
11
‐
20) 

 

(2) 
 

関
素
寿
書
簡 

(

封
筒) 

 
 

「 

求
名
村 

 
 
 
 
 
 
 

前
之
内
村 

 
 
 
 
 
 

并
木
角
太
郎
様 

 
 
 
 

今
関
悛
輔 

 
 

 

貴
酬 
 

 
 

」 

 

御
紙
面
拝
誦
仕
候
、
如
命
寒
冷
ニ
相
成
候
得
共
弥
御
揃
御
壮
栄
ニ
被
成
御
座
候
由
大

悦
ニ
奉
存
候
、
然
者
此
間
者
久
々
ニ
而
御
来
臨
ニ
預
り
候
処
只
々
御
麁
末
而
已
御
免

可
被
下
候
、
且
又
其
砌
者
何
寄
之
佳
品
御
持
参
被
下
賞
味
不
浅
御
事
ニ
奉
存
候
、
将

亦
今
日
者
態
々
珍
敷
柑
子
沢
山
御
恵
投
被
下
候
処
愚
孫
義
殊
之
外
大
悦
是
ま
た
御
礼

奉
多
謝
候
、
先
者
右
御
礼
而
已
略
文
御
免
可
被
下
候
、
匆
々
以
上 

 
 
 

十
月
廿
六
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
関
悛
輔 

 
 

并
木
角
太
郎
様 

 

尚
々
御
大
祖
母
様
は
し
め
皆
々
様
共
時
候
節
角
被
成
御
厚
厭
候
様
乍
憚
冝
可
然
御

配
声
被
仰
上
可
被
下
候
、
猶
亦
御
親
父
様
御
義
此
辺
御
光
臨
之
節
も
御
座
候
ハ
ヽ

鳥
渡
な
り
御
過
訪
被
下
候
様
奉
願
上
候
、
以
上 

(

目
録
番
号 

Ａ
30
‐
７
‐
４) 

(3) 
 

関
素
寿
書
簡 

（
宛
名
） 

「 

求
名
村 

 
 
 
 
 
 
 
 

前
之
内
村 

 
 

并
木
角
太
郎
様 

 
 
 
 
 
 
 

関 

悛
輔 

 
 
 
 
 
 
 

要
用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

以
手
紙
致
啓
上
候
、
冷
気
弥
増
候
得
共
倍
御
壮
栄
と
珍
重
ニ
奉
存
候
、
然
者
此
間
者

御
祭
礼
ニ
御
招
キ
被
下
候
ニ
付
参
上
可
仕
と
存
居
候
処
、
急
速
難
去
要
用
出
来
候
ニ

付
御
不
音
仕
候
段
失
礼
御
用
捨
可
被
下
候
、
扨
御
繁
用
之
所
御
願
申
上
候
茂
如
何
ニ

者
奉
存
候
得
共
御
近
所
ニ
衣
類
仕
立
者
渡
世
仕
候
者
有
之
候
由
世
上
一
同
諸
職
人
手

間
格
別
引
上
候
由
、
付
而
者
衣
類
仕
立
拵
賃
銭
如
何
程
位
ニ
相
成
候
哉
御
問
合
被
下

度
、
左
ニ
賃
銭
直
段
御
聞
合
せ
御
験
被
遣
被
下
候
様
奉
願
候 

一
単
物 

壱
枚 

一
袷
物 

同 

一
口
綿
入
袷
物 

同 

一
綿
入
衣
類 

同 

一
大
織
紬
之
類
綿
入
物 

一
紗
綾
縮
緬
類
綿
入
物 

右
大
よ
う
之
処
壱
枚
仕
立
ち
ん
何
卒
位
ニ
而
仕
立
候
哉
乍
御
面
倒
御
聞
合
せ
被
仰
出

候
様
ひ
と
へ
ニ
奉
願
候 

一
此
間
者
何
寄
之
美
酒
御
恵
投
被
下
忝
賞
味
仕
候 

 
 

九
月
廿
四
日 

(

目
録
番
号 

Ａ
７
‐
13
‐
１) 
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(4) 
 

関
素
寿
書
簡 

 
 

 
尚
々
委
細
者
喜
兵
衛
様
御
存
し
ニ
候
間
御
問
合
せ
御
光
来
可
被
下
候 

日
ニ
増
寒
冷
ニ
罷
成
候
得
と
貴
家
御
揃
御
壮
栄
と
珍
重
ニ
奉
存
候
、
随
而
拙
家
無
事

乍
憚
御
休
意
可
被
下
候
、
然
者
十
一
月
二
日
佐
倉
佐
藤
泰
然
門
人
岡
本
千
春
と
申
者

拙
宅
ニ
お
ひ
て
書
画
会
仕
候
間
御
操
合
御
光
臨
被
下
候
様
偏
ニ
奉
希
候
、
取
込
節
畧

文
宥
可
被
下
候
、
恐
々
頓
首 

 

十
月
廿
日 

尚
々
申
上
候
、
会
主
ゟ
進
物
等
遣
し
候
方
江
者
当
百
三
葉
と
書
印
し
候
引
札
者
遣
し

不
申
候
、
し
か
れ
と
も
会
主
岡
本
と
申
者
未
聞
不
見
え
御
方
江
者
只
引
札
の
み
差
上

進
物
者
遣
し
不
申
候
間
当
百
三
葉
と
書
印
し
候
引
札
両
様
差
上
申
候
、
御
賢
知
ニ
者

御
座
候
得
と
も
三
百
文
御
持
参
御
入
被
下
候
得
者
酒
食
差
上
其
上
唐
紙
扇
子
者
会
主

ゟ
売
候
間
御
買
求
め
諸
先
生
方
ニ
書
画
御
書
せ
可
被
成
候
、
書
代
銭
者
一
銭
も
御
差

出
し
ニ
及
不
申
候
、
何
分
右
段
思
召
も
御
座
候
御
方
者
御
誘
引
可
被
下
候
、
以
上 

(
目
録
番
号 

Ｋ
８
‐
１) 

 

(5) 
 

関
素
寿
書
簡 

 
(

封
筒) 

 

「 

并
木
安
右
衛
門
様 

 
 
 

製
錦
堂 

」 

  

方
今
昇
平
先
以
御
壮
健
欣
喜
之
至
ニ
存
候
、
然
者
野
翁
当
年
七
十
歳
ニ
相
成
寿
之

悦
ひ
仕
候
ニ
付
麁
酒
献
度
候
間
来
る
九
月
廿
一
日
野
宅
迄
御
来
臨
被
成
候
様
待
入

候
、
且
麁
品
ニ
者
候
得
と
も
右
古
稀
之
賀
と
し
て
石
盞
一
器
呈
進
之
仕
候
間
何
卒

御
笑
留
可
給
候
、
以
上 

 
 

 

前
之
内
村 

 
 

 
 
 

関
悛
輔 

 
 
 

慶
応
元
乙
丑
年 

  

当
時
安
右
衛
門
様
以
前 

 
 

并
木
庄
治
郎
様 

 
 

同 

角
太
郎
様 

 
 

同 

国
蔵 

様 

(

目
録
番
号 

Ａ
７
‐
２
‐
３) 

 

【
史
料
50
】
土
屋
栄
司
書
簡 

 

粛
啓
、
陳
者
故
製
錦
堂
墓
碑
建
設
費
募
集
方
御
尽
力
願
上
御
苦
労
千
万
ニ
奉
存
候
、

却
説
其
節
ハ
寛
々
御
馳
走
頂
キ
辱
奉
謝
上
候
、
就
テ
ハ
右
募
集
帳
此
者
ニ
頂
戴
仕
度

願
上
候
、
孰
れ
拝
顔
之
上
万
謝
可
申
上
候
、
乍
末
御
尊
父
様
ニ
宜
敷
御
伝
上
之
程
奉

希
上
候
、
頓
首 

 
 

二
月
五
日 

 

土
屋 

 
 

 

桑
田 

 
 

行
木
様 

  
 

菱
沼 

 

封 
 

 
 

土
屋
栄
司 

 
 

 
 

桑
田
弘
毅 

 
 

明
治
廿
七
年
二
月
五
日 

(

目
録
番
号 

Ｉ
４
‐
１) 
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【
史
料
51
】
関
素
寿
之
碑 

 
 
 

（
東
金
市
前
之
内 

常
覚
寺
） 

 
製
錦
堂
関
先
生
墓
碣
銘 

 

文
部
大
臣
正
二
位
勲
一
等
公
爵
蜂
須
賀
茂
韶
題
額 

先
生
姓
関
氏
稱
俊
輔
後
改
素
壽
號
製
錦
堂
上
総
國
山
邊
郡
前
之
内
村
人
君
塚
兵
左
衛

門
長
子
也
有
故
冒
関
氏
別
成
一
家
自
幼
好
学
常
繙
経
史
尤
重
孝
経
與
人
談
則
及
孝
悌

忠
信
之
道
平
居
督
子
弟
講
読
傍
教
書
字
務
適
曰
用
灑
掃
應
對
無
不
整
飭
嘗
設
條
目
誘

人
有
製
錦
堂
百
箇
条
毎
日
筆
記
雑
事
或
作
経
解
或
作
詩
文
以
為
娯
楽
所
著
有
幼
学
訓

等
明
治
之
初
徳
川
氏
麾
下
諸
臣
脱
籍
徘
徊
両
総
間
以
煽
動
庶
民
先
生
會
子
弟
喩
以
大

儀
子
弟
聞
之
帖
然
無
復
一
人
軽
擧
者
郷
党
称
其
先
見
嘗
云
凡
人
生
当
常
志
裨
益
於
世

死
不
如
速
朽
心
甘
清
貧
勧
奨
窮
民
子
弟
不
能
就
学
者
孜
孜
訓
誨
不
倦
及
季
六
十
孝
養

老
母
能
體
其
心
未
嘗
一
日
怠
子
定
省
明
治
三
年
七
十
三
病
歿
配
齋
藤
氏
無
子
養
同
郷

中
邨
吉
井
佐
兵
衛
長
子
寛
為
嗣
寛
業
醫
仕
徳
島
藩
先
生
戒
之
曰
苟
不
得
志
也
須
如
陶

彭
澤
辤
五
斗
米
决
然
無
所
回
顧
与
富
貴
屈
人
不
若
貧
賤
肆
志
寛
勧
徒
徳
島
先
生
掉
頭

曰
與
目
汝
労
公
務
屈
膝
長
官
未
若
在
郷
優
游
以
適
我
意
之
愈
也
歾
二
十
七
年
門
人
不

忍
忘
教
育
之
恩
相
議
欲
録
其
性
行
以
傳
之
不
朽
来
請
余
文
余
亦
嘗
受
教
先
生
者
不
得

以
不
文
辤
之
也
乃
叙
其
梗
概
如
此
銘
曰 

耿
介
之
節 

守
分
報
公 

郷
人
作
則 

 

令
名
無
窮 

明
治
三
十
秊
四
月
建 
 
 

正
六
位
勲
五
等 

 
 
 

佐
藤
舜
海
撰 

藤 

光
雲
書 

 

荒
川
大
精
刻 

 

     

  
 

（
裏
） 

 
 

発
起
人 

 

 
 
 
 

山
武
郡
豊
成
村
殿
廻 

 

布
留
川
小
一
郎 

 
 
 
 

仝
郡 

仝
村 

菱
沼 

 

土
屋 

栄
司 

 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
瀬 

禎
輔 

 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
 
 

桑
田 

弘
毅 

 
 
 
 

仝
郡 

仝
村 

前
之
内 

君
塚
治
佐
ヱ
門 

 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
 
 

君
塚 

勇
二 

 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴
木 

元
蔵 

 
 
 
 

仝
郡 

仝
村 

二
又 

 

小
安
八
右
ヱ
門 

 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴
木 

俊
造 

 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
 
 

真
行
寺
清
太
郎 
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(b) 

近
代
的
教
育
制
度
の
出
発 

― 

姫
島
小
学
校
と
求
名
小
学
校 

― 

 
明
治
五
年
八
月
の
「
学
制
」
に
よ
り
国
民
皆
学
を
原
則
と
す
る
近
代
的
教
育
制
度

が
出
発
し
、
当
地
で
も
各
村
の
寺
院
な
ど
を
教
場
と
す
る
小
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。

求
名
村
で
も
姫
島
村
と
合
併
で
姫
島
小
学
校
が
設
立
さ
れ
た
が
、
の
ち
に
求
名
村
は

独
立
し
て
求
名
小
学
校
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
並
木
家
文
書
に
は
関
係
の
教
育

史
料
も
多
く
、
一
部
を
紹
介
し
た
。
な
お
、
並
木
家
文
書
に
は
明
治
中
期
の
中
等
、

高
等
教
育
史
料
も
多
く
、
明
治
中
期
の
千
葉
中
学
の
講
義
資
料
や
慶
応
義
塾
、
明
治

法
律
学
校
、
東
京
専
門
学
校
な
ど
の
入
学
案
内
、
規
則
な
ど
も
あ
る
。 

 

【
史
料
52
】
姫
島
小
学
校
設
立
ニ
付
願
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

上
総
国
武
射
郡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

姫
島
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

求
名
村 

第
二
十
三
番
中
学
校
区
内 

第
弐
百
八
番 

 
 
 
 
 
 

姫
島
村 

一
姫
島
小
学
校 

 
 
 
 
 

岩
崎
久
蔵
居
宅
借
家 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坪
数
二
十
一
坪
、
畳
三
十
枚 

習
字 

 
 

御
試
験
之
上 

 
 

求
名
村 

一
教
授 

 

被
命
度
事 

 
 
 
 
 

藤 

熹
平 

支
那
学
素
読 

御
試
験
之
上 

 

姫
島
村 

一
教
授 

 

被
命
度
事 

 
 
 
 
 

鈴
木
宗
泉 

一
戸
数
百
三
拾
一
軒 

 
 

人
員
六
百
三
十
八
人 

一
生
徒
六
拾
人 

内
男
四
十
一
人 

但
六
歳
ヨ
リ 

 
 
 
 
 
 
 
 

女
十
九
人 

 
 

十
三
歳
迄 

 
 
 
 
 

小
学
校
費
用
概
略 

一
金
拾
五
円 

 
 
 

書
籍
器
機
買
入
料 

一
金
五
円 

 
 
 
 

教
授
給
料
二
人
分 

一
金
五
十
銭 

 
 
 

小
学
校
借
家
料 

一
金
七
十
五
銭 

 
 

炭
薪
油
代
料 

今
般
小
学
校
設
立
ニ
付
御
規
則
之
通
出
金
可
仕
之
処
、
拙
村
之
義
者
貧
村
ニ
付
一
時

出
金
差
支
候
ニ
付
書
面
之
通
金
円
目
付
相
付
奉
伺
上
候
、
追
而
小
学
校
新
築
之
営
繕 

料
保
護
之
た
め
貯
蓄
金
之
儀
者
協
議
之
上
可
左
奉
申
上
候
、
以
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
総
国
武
射
郡
姫
島
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
戸
長 

九
鬼
五
郎
治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸
長 

東
条
市
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

求
名
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
戸
長 

行
木
忠
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸
長 

並
木
安
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
九
大
区
一
小
区 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区
長 

甲
賀
秀
実 

 
 
 
 

千
葉
県
令
柴
原
和
殿 

  
 
 
 
 
 
 

履
歴 

 
 
 

第
九
大
区
二
小
区 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
総
国
武
射
郡
求
名
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤 

熹
平 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
治
七
年
二
月
三
十
九
歳
五
ヶ
月 
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御
請
書 

 
 
 
 
 
 
 

第
九
大
区
二
小
区 

 
 
 
 
 
 
 
 

上
総
国
武
射
郡
求
名
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤 

熹
平 

奉
申
上
候
、
今
般
小
学
校
授
業
読
書
習
字
被
御
申
付
難
有
依
之
御
請
書
奉
差
上
候
、

以
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右 

藤 

熹
平 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
戸
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

差
添
人 
行
木
忠
兵
衛 

 
 
 

明
治
七
年
二
月
五
日 

 
 
 

千
葉
県
令
柴
原
和
殿 

大
中
小
学
等
級
卒
業
之
証
或
ハ
師
範
学
校
免
状
等
無
御
座
候 

下
総
国
香
取
郡
佐
原
宿
吉
田
柳
尚
ニ
従
ヒ
弘
化
三
丙
午
年
三
月
ヨ
リ
嘉
永
元
戌
申
年

十
二
月
迄
二
ヶ
年
十
一
ヶ
月
之
間
支
那
学
修
業 

東
京
水
道
町
大
竹
蒋
塘
ニ
従
ヒ
喜
永
二
己
酉
年
正
月
ヨ
リ
同
四
年
辛
亥
年
九
月
迄
二

ヶ
年
九
ヶ
月
之
間
習
字
修
行 

同
年
十
月
ヨ
リ
明
治
七
年
二
月
迄
二
十
三
年
五
ヶ
月
之
間
於
自
宅
農
業
仕
居
候 

右
之
通
候
也 

 
 

明
治
七
年
二
月
三
日 

 
 
 

右 

藤 

熹
平
印 

 
 
 
 

千
葉
県
令
柴
原
和
殿 

前
書
之
通
申
出
候
ニ
付
奥
印
仕
候 

 
 
 
 
 
 
 

中
学
区
取
締 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

塚
本
正
典
印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
目
録
番
号
Ｄ
７
） 

【
史
料
53
】
求
名
小
学
校
独
立
ニ
付
願
書  

 
 
 
 

以
書
附
奉
願
上
候 

 
 
 
 
 
 
 

第
九
大
区
二
小
区 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
総
国
武
射
郡
求
名
村 

一
当
村
小
学
校
之
儀
者
同
大
区
一
小
区
同
国
同
郡
姫
島
村
と
合
併
昨
七
年
二
月
当
村 

住
布
治
喜
平
姫
島
村
鈴
木
宗
泉
両
名
御
試
済
教
授
ニ
相
立
仕
同
済
之
上
同
村
農 

業
岩
崎
久
蔵
居
宅
借
家
仮
設
立
仕
候
得
共
当
村
之
儀
者
素
ゟ
地
窪
之
土
地
ニ
て
右 

姫
島
村
迄
之
往
帰
風
雨
之
節
者
勿
論
平
常
甚
難
渋
之
道
路
畔
道
同
様
跣
足
ニ
て
往 

返
仕
候
次
第
故
幼
稚
之
も
の
ハ
勿
論
十
歳
以
上
ニ
而
茂
小
身
弱
小
之
も
の
ハ
就
学 

往
返
難
相
成
兎
角
幼
童
共
不
就
学
ニ
相
成
此
侭
ニ
て
ハ
目
前
盲
ニ
相
成
候
而
已
、 

 

依
之
村
中
一
同
協
議
仕
前
書
姫
島
校
と
熟
議
致
し
右
教
授
布
治
喜
平
一
名
引
分
ヶ 

別
ニ
村
落
校
設
立
仕
度
奉
願
上
候
、
何
卒
御
仁
恤
前
件
被
聞
召
訳
願
之
通
被
仰
許 

幼
童
一
統
就
学
相
成
候
様
偏
ニ
奉
懇
願
候
、
以
上 

 
 
 

明
治
八
年
三
月 

 
 
 
 
 

右
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

願
人
惣
代 

関 

瀬
重
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行
木
又
四
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
用
掛 

 

行
木
九
郎
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
用
掛 

 

並
木
角
太
郎 

 
 

千
葉
県
令
柴
原
和
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
目
録
番
号 

Ｅ
10
‐
７
） 
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【
史
料
54
】
求
名
校
独
立
ニ
付
伺 

 
 

  

御
伺 

 
 

第
廿
三
番
中
学
区
内
取
締 

 
 

 
 

鎌
田
治
兵
衛 

第
廿
三
番
中
学
区
内
武
射
郡
姫
島
村
凡
戸
数
凡
七
十
戸
人
員
三
百
五
十
人
求
名
村
凡

同
上
之
儀
両
村
連
合
一
小
学
区
ニ
テ
姫
島
村
校
設
置
有
之
候
処
、
今
般
求
名
村
用
掛

共
申
出
候
ニ
ハ
求
名
村
中
央
ヨ
リ
右
姫
島
校
所
マ
デ
凡
十
七
八
丁
ノ
距
里
ア
リ
至
テ

地
窪
ノ
土
地
ニ
テ
小
雨
ト
雖
モ
忽
チ
道
路
水
面
ニ
没
シ
児
童
往
返
難
渋
ニ
付
遂
ニ
就

学
ノ
期
ヲ
愆
ル
モ
ノ
不
少
其
父
兄
タ
ル
モ
ノ
空
手
ス
ル
ニ
忍
ビ
ス
、
因
テ
村
中
商
議

ヲ
ト
ゲ
村
内
適
宜
之
場
所
ニ
於
テ
ハ
是
迄
求
名
村
ト
モ
学
区
ノ
連
合
ニ
候
得
ハ
今
更

分
校
相
成
候
テ
ハ
一
村
ノ
微
力
ヲ
以
テ
永
世
不
朽
ノ
学
校
維
持
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
難

渋
之
旨
申
立
候
、
倩
両
村
ノ
景
況
ヲ
視
察
ス
ル
ニ
兎
角
不
和
ニ
シ
テ
動
モ
シ
レ
バ
紛

擾
ノ
醸
成
ス
ル
ノ
勢
ア
リ
、
且
小
区
扱
所
ノ
差
異
ア
リ
、
学
費
ノ
課
賦
等
総
テ
不
便

ノ
向
モ
不(

少)

候
ニ
付
、
寧
求
名
校
設
立
御
許
可
相
成
候
ハ
ヽ
却
テ
両
校
相
競
将
来

振
起
フ
基
ニ
モ
立
至
可
申
哉
ニ
奉
存
候
、
然
ル
ト
雖
モ
今
新
ニ
求
名
校
ヲ
設
置
ス
ル

ニ
於
テ
ハ
小
学
番
号
等
ニ
扞
格
ア
リ
、
又
姫
島
校
附
属
ノ
名
称
ハ
求
名
校
ニ
於
テ
曽

テ
相
好
マ
ズ
候
、
是
迄
正
副
戸
長
等
ニ
議
両
村
エ
懇
談
及
ビ
候
得
共
互
ニ
苦
情
ヲ
鳴

シ
取
扱
行
届
兼
候
、
前
条
ノ
次
第
如
何
取
計
方
可
然
哉
、
此
段
奉
伺
度
至
急
何
分
ノ

御
指
令
奉
願
候
、
以
上 

 
 

明
治
八
年
五
月
廿
八
日 

 
 
 

右
中
学
区
内
取
締 

 
 

 
 

 
 

鎌
田
治
兵
衛 

 

千
葉
県
令 

柴
原
和
殿 

書
面
之
趣
学
区
内
示
談
行
届
候
ハ
ヽ
二
校
設
立
之
儀
不
苦
候
条
同
番
号
ヲ
以
テ
甲
乙

ニ
区
別
シ
設
立
方
法
取
調
更
ニ
可
伺
出
候
事 

 
 

明
治
八
年
六
月
二
日 

 

千
葉
県
令 

柴
原
和 

(

目
録
番
号
D17-

1)  

【
史
料
55
】 

学
区
取
締
池
田
栄
亮
書
簡 

 
 
 

 

  

 
 

姫
島
村 

 
 
 

求
名
村 

 
 
 
 
 

学
区
取
締 

 
 
 
 
 

用
掛
御
中 

 
 
 
 
 
 

至
当
ノ
脚
夫
賃
可
相
払
事 

 
 

 

 

姫
島
小
学
校
之
義
ニ
付
御
談
示
申
度
義
有
之
候
条
此
書
付
御
披
見
次
第
事
務
掛
並
用

掛
中
三
四
名
冨
田
村
大
高
篤
郎
宅
迄
至
急
御
出
張
有
之
度
候
也 

 
 

八
年
九
月
十
日 

 
 
 

学
区
取
締 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

池
田
栄
亮 

(

印) 

 
 

姫
島
村 

 
 

求
名
村 

 
 

 
 

用
掛
御
中 

(

目
録
番
号
G7-

9) 

 
【
史
料
56
】
中
学
区
取
締
り
通
知 

 
 

十
一
月
廿
一
日
朝
来 

村
々
小
学
校
教
授
御
用
出
県
并
ニ
出
役
先
江
御
用
出
会
之
度
入
費
其
学
区
内
村
々
ニ

(

封
筒) 
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入
費
ニ
可
相
成
候
条
、
去
リ
ト
テ
多
分
之
入
費
相
掛
り
候
義
ハ
不
相
成
万
一
宿
料
并

ニ
昼
喰
至
当
之
費
用
之
外
相
掛
ケ
候
ハ
ヽ
拙
者
方
江
其
村
正
副
戸
長
よ
り
可
申
出
候
、

尤
右
入
費
ハ
其
宿
々
之
受
取
書
持
参
正
副
戸
長
ニ
渡
し
、
然
上
費
用
請
取
可
致
候
、

此
旨
兼
テ
戸
長
よ
り
教
員
江
注
意
可
有
之
候
、
此
段
区
内
村
々
江
御
達
シ
有
之
度
及

御
達
候
也 

 
 

 
 

中
学
区
取
締 

 
 

第
十
一
月
十
八
日 

 
 

塚
本 

正
典 

 
 

 
 

第
九
大
区
一
小
区 

 
 

 
 
 

区
長 

甲
賀
秀
実
殿 

 
 

 
 

同 
 
 

二
小
区 

 
 

 
 
 

区
長 
安
藤
正
之
殿 

別
紙
之
通
取
締
よ
り
申
達
し
候
間
可
得
其
意
候
、
受
印
之
上
至
急
順
達
周
止
よ
り
可

相
返
も
の
也 

 
 

第
十
一
月
廿
日 

 
 

 

区
長 

印 

 
 

 
 

小
泉
邨 

 
 

 
 

冨
口
邨 

 
 

 
 

本
須
賀
邨 

 
 

 
 

求
名
邨 

 
 

 
 

井
ノ
内
邨 

 
 

正
副
戸
長
中 

(

目
録
番
号
R44-

13)   

                        


